
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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統
一へ
の
新
段
階
築
く

四
月
二
十
七
日
、
朝
鮮
半
島
を
南

北
に
分
断
し
て
き
た
三
八
度
線
上

の
板
門
店
で
、
金
正
恩
・
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
国
務
委
員
長

と
文
在
寅
・
大
韓
民
国
大
統
領
が

出
会
い
、
歴
史
的
な
南
北
首
脳
会

談
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
両
首

脳
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
「
朝
鮮
半

島
の
平
和
と
繁
栄
、
統
一
の
た
め

の
板
門
店
宣
言
」
は
、
三
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は

「
北
と
南
は
、
北
南
関
係
の
全
面

的
で
画
期
的
な
改
善
と
発
展
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
断
た
れ
た
民
族

の
血
脈
を
つ
な
ぎ
、
共
同
の
繁
栄

と
自
主
統
一
の
未
来
を
早
め
て
い

く
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
北
南
関
係

の
改
善
・
発
展
で
あ
る
。
第
二
は

「
北
と
南
は
、
朝
鮮
半
島
で
先
鋭

化
し
た
軍
事
的
緊
張
状
態
を
緩
和

し
、
戦
争
の
危
険
を
実
質
的
に
解

消
す
る
た
め
共
同
で
努
力
し
て
い

く
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
軍
事
緊
張

の
除
去
に
む
け
た
努
力
で
あ
る
。

第
三
は
「
北
と
南
は
、
朝
鮮
半
島

の
恒
久
的
で
強
固
な
平
和
体
制
の

構
築
の
た
め
、
積
極
的
に
協
力
し

て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
朝
鮮

戦
争
の
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に

転
換
し
、
か
つ
朝
鮮
半
島
の
非
核

化
実
現
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

こ
の
「
板
門
店
宣
言
」
は
、
二
〇

〇
〇
年
の
金
正
日
国
防
委
員
長
と

金
大
中
大
統
領
に
よ
る
「
６
・
15

共
同
宣
言
」
と
二
〇
〇
七
年
の
金

正
日
国
防
委
員
長
と
盧
武
鉉
大
統

領
に
よ
る
「
10
・
４
宣
言
」
の
積

み
重
ね
の
上
に
成
り
立
っ
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
こ
の
「
板
門
店
宣

言
」
に
の
っ
と
っ
た
南
北
双
方
の

課
題
履
行
に
む
け
た
真
摯
な
努
力

が
期
待
さ
れ
る
。

並
進
路
線
の
勝
利
宣
言

こ
の
４
・
27
南
北
首
脳
会
談
に
先

立
つ
四
月
二
十
日
、
朝
鮮
労
働
党

は
中
央
委
員
会
第
七
期
第
三
回
総

会
を
平
壌
で
開
催
し
た
。
そ
の
要

旨
を
伝
え
る
『
朝
鮮
中
央
通
信
』

四
月
二
十
一
日
付
報
道
（
本
紙
姉

妹
誌
『
社
会
評
論
』
一
九
二
号
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ビ
ュ
ー
に

掲
載
）
に
よ
れ
ば
、
今
次
総
会
の

議
案
は
、
⒈
革
命
発
展
の
新
た
な

高
い
段
階
の
要
求
に
即
し
て
社
会

主
義
の
建
設
を
よ
り
力
強
く
促
す

た
め
の
わ
が
党
の
課
題
に
つ
い

て
、
⒉
科
学
教
育
事
業
に
お
い
て

革
命
的
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
に

つ
い
て
、
⒊
組
織
問
題
に
つ
い
て

―
―
以
上
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
要
約
す
れ
ば
、
朝
鮮
労
働
党

中
央
委
員
会
二
〇
一
三
年
三
月
総

会
で
提
示
し
た
経
済
建
設
と
核
戦

力
建
設
を
並
進
さ
せ
る
並
進
路
線

が
勝
利
を
お
さ
め
国
家
核
戦
力
の

建
設
を
こ
の
五
年
の
短
期
間
で
達

成
し
た
こ
と
、
そ
の
国
防
力
の
確

保
を
担
保
に
し
て
こ
れ
か
ら
は
社

会
主
義
経
済
建
設
に
邁
進
し
て
い

く
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
科
学
教
育
事
業
に
力

を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た

め
の
人
事
の
決
定
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
第
１
議
案
の
決
定
書
「
経

済
建
設
と
核
戦
力
建
設
の
並
進
路

線
の
偉
大
な
勝
利
を
宣
布
す
る
こ

と
に
つ
い
て
」
で
は
、
核
の
兵
器

化
を
実
現
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、

以
降
の
核
実
験
と
大
陸
間
弾
道
ロ

ケ
ッ
ト
試
射
を
中
止
し
、
北
部
核

実
験
場
も
廃
棄
し
て
、「
朝
鮮
は

核
実
験
の
全
面
中
止
の
た
め
の
国

際
的
な
志
向
と
努
力
に
合
流
す

る
」
と
、
今
後
の
朝
鮮
の
非
核
の

意
思
と
方
向
性
も
闡せ

ん

明め
い

し
た
。

朝
鮮
に
と
っ
て
、
４
・
27
南
北
首

脳
会
談
と
六
月
十
二
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る
予
定
の
朝

米
首
脳
会
談
は
、
こ
の
朝
鮮
労
働

党
の
決
定
の
上
で
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

誤
導
す
る
メ
デ
ィ
ア

今
回
の
４
・
27
南
北
首
脳
会
談
を

前
後
し
て
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
「
し
か
し
、
北
朝
鮮
は
こ
れ

ま
で
何
度
も
約
束
を
破
っ
て
き
た

…
…
」
と
、
口
を
そ
ろ
え
て
南
北

首
脳
会
談
の
意
義
を
貶お

と
しめ
る
こ
と

に
余
念
が
な
い
。

だ
が
、
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
の
元

凶
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
朝
鮮
戦

争
の
停
戦
後
も
停
戦
協
定
を
反
故

に
し
て
朝
鮮
半
島
南
半
部
に
核
兵

器
を
持
ち
込
ん
で
居
座
り
続
け
た

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
側
に
あ

る
。
そ
し
て
、
九
〇
年
代
前
半
に

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

を
使し

嗾そ
う

し
て
「
北
朝
鮮
の
核
開
発

疑
惑
」
を
捏
造
し
、
そ
れ
を
国
連

安
保
理
に
ま
で
持
ち
込
ん
で
意
図

的
に
国
際
問
題
化
さ
せ
、
朝
米
戦

争
直
前
に
ま
で
関
係
を
悪
化
さ
せ

た
の
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
で
あ

り
、
あ
げ
く
の
果
て
に
リ
ス
ク
の

大
き
さ
に
戦
争
を
断
念
し
て
「
朝

米
基
本
合
意
」（
九
四
年
十
月
二

十
一
日
）
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
合
意
履

行
を
長
期
に
わ
た
っ
て
サ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
し
て
軽
水
炉
建
設
を
遅
延
さ

せ
、
朝
鮮
の
崩
壊
を
画
策
し
て
き

た
の
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
で
あ

っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
九
四

年
の
朝
米
基
本
合
意
に
次
ぐ
二
度

目
の
合
意
で
あ
る
二
〇
〇
五
年
九

月
十
九
日
の
「
第
４
回
六
者
会
合

に
関
す
る
共
同
声
明
」（
い
わ
ゆ

る
「
９
・
19
共
同
声
明
」）
も
、

直
後
に
米
財
務
省
が
バ
ン
コ
・
デ

ル
タ
・
ア
ジ
ア
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ

リ
ン
グ
疑
惑
を
捏
造
し
て
朝
鮮
に

金
融
制
裁
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て

合
意
の
履
行
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、「
約

束
を
破
っ
て
き
た
」
の
は
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
側
で
あ
り
、
か
れ

ら
の
狙
い
は
一
貫
し
て
社
会
主
義

朝
鮮
を
瓦
解
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
【
今
号
２
～
３
面
掲

載
の
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
め

ぐ
る
朝
米
の
歴
史
」
年
表
参
照
】。

六
月
に
史
上
初
め
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
朝
米
首
脳
会
談
に

つ
い
て
も
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は

大
統
領
ト
ラ
ン
プ
や
首
相
安
倍
の

認
識
そ
の
ま
ま
に
「
国
際
社
会
の

圧
力
に
屈
し
た
結
果
」
と
誤
導
し

て
い
る
。
朝
鮮
は
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
の
動
向
を
注
視
し
て
お
り
、

こ
の
間
の
「
化
学
兵
器
使
用
」
を

口
実
に
し
た
シ
リ
ア
攻
撃
や
イ
ラ

ン
核
合
意
か
ら
の
離
脱
な
ど
、
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
一
方
的
な
行

動
に
対
し
て
批
判
の
手
を
緩
め
て

は
い
な
い
。
朝
鮮
の
朝
米
首
脳
会

談
に
む
け
た
認
識
は
、
あ
く
ま
で

前
述
し
た
朝
鮮
労
働
党
第
七
期
第

三
回
総
会
の
延
長
上
に
あ
る
の
で

あ
り
、
朝
鮮
が
何
か
「
物
乞
い
」

に
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
す

る
な
ら
、
会
談
は
決
し
て
成
功
し

な
い
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
並
進
路
線

に
勝
利
し
た
あ
る
が
ま
ま
の
社
会

主
義
朝
鮮
を
認
め
る
こ
と
か
ら
始

め
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

朝
鮮
の
国
際
主
義
実
践

南
北
首
脳
会
談
に
先
立
つ
四
月
十

九
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
、

国
際
民
主
婦
人
連
盟
（
国
際
民
婦

連
、
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
の
書
記
局
会
議

と
執
行
委
員
会
会
議
が
平
壌
で
開

催
さ
れ
た
。
国
際
民
婦
連
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
結
成
さ
れ
た

世
界
労
連
、
国
際
学
連
、
世
界
民

主
青
年
連
盟
、
世
界
平
和
評
議
会

な
ど
と
な
ら
ぶ
国
際
的
な
大
衆
組

織
で
、
社
会
主
義
が
世
界
体
制
と

し
て
存
在
し
て
い
た
時
期
は
活
発

な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
ソ

連
・
東
欧
社
会
主
義
の
倒
壊
後
は

一
時
活
動
が
低
下
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
他
の
組
織
同
様
に
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透

と
闘
い
つ
つ
反
帝
国
主
義
・
女
性

解
放
の
旗
幟
を
立
て
て
国
際
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。『
朝
鮮

中
央
通
信
』
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

平
壌
の
会
議
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、

キ
ュ
ー
バ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ロ
シ

ア
な
ど
一
五
か
国
ほ
ど
の
女
性
代

表
が
参
加
し
、
朝
鮮
社
会
主
義
女

性
同
盟
の
全
面
的
な
下
支
え
の
も

と
で
活
動
方
針
な
ど
が
検
討
さ
れ

た
。そ
し
て
、会
議
四
日
目
の
二
十

二
日
に
は
祖
国
統
一
３
大
憲
章
記

念
塔
の
下
で
朝
鮮
人
民
と
連
帯
す

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。【
上
段
写
真
】

さ
ら
に
、
昨
年
十
一
月
二
日
・
三

日
に
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
が
主
宰

し
て
革
命
の
聖
地
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
で
行
な
わ
れ
た
第
一
九
回
共
産

党
労
働
者
党
国
際
会
議
（
今
次
会

議
の
主
題
は
「
十
月
社
会
主
義
大

革
命
一
〇
〇
周
年
―
―
共
産
主
義

運
動
の
理
想
、
帝
国
主
義
戦
争
に

反
対
し
平
和
と
社
会
主
義
を
め
ざ

す
闘
い
の
再
活
性
化
」
で
あ
っ

た
）
に
朝
鮮
労
働
党
は
八
名
の
代

表
団
を
送
り
、
第
一
九
回
共
産
党

労
働
者
党
国
際
会
議
名
で
「
朝
鮮

労
働
党
と
朝
鮮
人
民
の
正
義
の
偉

業
に
対
す
る
連
帯
声
明
」
も
発
表

さ
れ
た
（
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙

『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
七
年
十
一

月
五
日
付
、『
社
会
評
論
』
一
九

一
号
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ビ

ュ
ー
に
掲
載
）。
そ
し
て
、
こ
の

共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
を
つ

か
さ
ど
る
作
業
グ
ル
ー
プ
に
、
今

回
か
ら
朝
鮮
労
働
党
も
新
た
に
加

わ
っ
て
い
る
（
同
作
業
グ
ル
ー
プ

は
二
一
の
共
産
党
・
労
働
者
党
で

構
成
さ
れ
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
朝
鮮

労
働
党
の
ほ
か
に
中
国
共
産
党
、

ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
、
イ
ン
ド
共
産

党
、
イ
ン
ド
共
産
党
〔
マ
ル
ク
ス

主
義
〕、
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
〔
統

一
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
〕

の
六
党
が
参
加
し
て
い
る
）。

こ
れ
ら
は
、
朝
鮮
の
党
と
大
衆
組

織
が
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
実
践
の
一
端
だ
が
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
の
上

に
、
国
際
的
な
信
頼
を
か
ち
と

り
、
そ
の
相
互
信
頼
を
背
景
に
し

て
、
い
ま
朝
鮮
は
、
七
〇
年
に
お

よ
ぶ
分
断
状
況
に
終
止
符
を
う
つ

闘
い
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
主
国
意
識
を
改
め
よ

朝
鮮
が
南
北
に
分
断
さ
れ
て
、
今

年
で
七
〇
年
に
な
る
。
七
〇
年
と

言
え
ば
、
現
代
日
本
で
は
人
が
物

心
の
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
臨

終
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
。
人
ひ
と

り
が
生
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
ま
で

の
期
間
、
読
者
の
あ
な
た
も
ど
こ

か
で
「
朝
鮮
問
題
」
と
い
う
名
の

日
本
問
題
に
遭
遇
し
た
経
験
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
あ
な
た

は
ど
う
対
処
し
て
き
た
の
か
？
　

こ
れ
か
ら
ど
う
対
処
し
て
い
く
の

か
？

そ
こ
で
考
え
て
み
る
べ
き
な
の

は
、
現
天
皇
を
支
持
ま
た
は
好
感

を
も
つ
者
が
「
国
民
」
の
七
～
八

割
に
の
ぼ
り
、
朝
鮮
を
「
脅
威
」

に
感
じ
る
者
が
八
割
に
達
す
る
現

代
日
本
の
思
想
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
戦
前
日
本
の
思
想
状
況
と

相
似
し
て
は
い
な
い
か
？
　
朝
鮮

を
「
脅
威
」
に
感
じ
る
裏
に
は
朝

鮮
に
対
す
る
「
蔑
視
」
感
が
あ

る
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災

に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
を
見
れ

ば
、
そ
れ
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
現
代
日
本
の
わ
れ
わ
れ

は
、
戦
前
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る

宗
主
国
意
識
・
植
民
者
意
識
を
克

服
で
き
な
い
ま
ま
に
敗
戦
を
迎
え

現
代
に
い
た
っ
て
い
る
。
朝
鮮
分

断
の
前
史
に
、
日
本
帝
国
主
義
に

よ
る
朝
鮮
侵
略
・
植
民
地
支
配
の

歴
史
が
あ
り
、
日
本
人
民
に
と
っ

て
、
戦
前
戦
後
を
貫
く
そ
の
負
の

歴
史
と
ま
と
も
に
向
か
い
合
う
こ

と
な
く
し
て
、
日
本
労
働
者
と
南

北
朝
鮮
労
働
者
間
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
は
創
り
出
し
え

な
い
の
で
あ
る
。
朝
鮮
労
働
党
第

七
期
第
三
回
総
会
と
４
・
27
南
北

首
脳
会
談
の
快
報
に
接
し
て
、
そ

の
こ
と
を
考
え
、
お
な
じ
思
い
を

抱
い
て
活
動
し
た
先
達
に
学
び
な

が
ら
、
行
動
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
う
。�

【
土
松
克
典
】

自主、平和、親善の旗幟の下、世界の進歩的人民との親善と団結を強化しよう！　祖国統一３大憲章記念塔のアーチの下で行なわれた「朝鮮人民と女性たちの正義の
偉業を支持する₂₀₁₈年国際民主婦人連盟連帯行進」のようす。行進の出発式冒頭には「インターナショナル」が吹奏された。（４月₂₂日、朝鮮民主主義人民共和国・平壌　写真提供・朝鮮通信）

4・27南北首脳会談の快報に接して

日本は宗主国・植民者意識を改めよ


